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デダン語（前古典北アラビア語）研究に向けて
高 階 美 行
Toward　The　Iden’tification　of　Dedanite
Yoshiyuki　TAKASFIINA
　　　　Arab圭c　has　a　very　unlque　fact　in　common　with　its　sister玉anguage　Aramaic
もhat　they　both　are　a　language　still　spoken　to　date　whose　records　can　be　traced　back
宅othe　e撲rly　part　of　the　ist　mi玉lennium　B．C．　Due　regard’　must　be　paid　to　this　fact
in　order　to　make　the　most　of　their　ample　evi（ience　f（）r　the　study　of　linguist圭c　evo－
lution．　Nonetheless，　unlil〈e　the　latterフ呈t　has　rarely　been　credited　to　Arabic．　This
is　in　no　way　hard　to　see　when　we　learn　that　the　detai茎ed　and　reliable　inf（）r㎜ation
of　Pre－c茎assical　North　Arabic　is　very　scarce，　at　times　mutual．ly　inconsistent，　and
if　any，　it　is　scat宅ered　among　the　vast　range　of　technical　publications。
　　　　To　get　rid　of　this　sまtuat量◎n　and　recover　the　Pre－Islamic　glorious　positioll
Ar段bic　can　duly　c玉aim，　a　state．of：the－art　ove　rview，　as　it　were，　of　the　agreement
and！or　d圭sagreement　in　scholarly　opinions圭s　vital　with　regard　to　each　phase　of
‘Old　Arabic，（C，　Rabin，s　term呈n　E！2）；Arib量onomastics，　sea1　cy王inders　a漁d　short
ir｝script三〇ns，　Dedanite，　Thamudic（incl．　Taγmanite　and　Jaw丘ar⇒，　Lihyanite，　and
Safaitic．
　　　As　fbr　Dedanite　this　is　a玉l　the　more　urgent　inasmuch　as　an　inscription　has
been　var圭ously　labelled（D，　L　or　DL）．　王n　what　fbllows　is　giveガ‘The　D！L　Classin－
cation　Table　and　Concordance，，　to　provide　a　clear　idea　of　the　whole　material　fbr
the　study　of　D　and　L．　It　shows　the　judgement　of　GDL，　WLT，　CLL，　BID，　WR
and　JMIL　conceming　each　inscription！graf五乞o　in　deta｛l　together　wit｝1　their
difference．　According　to　these　stud三es　each　item　is　g圭ven　an　evaluation　of
Deda？zitene∬and　Z魏アanite？ze∬（D5，　D　IL2，　XDu．Li，　etc．）．　On　the　basis　of　such
evaluation，　the　whole　inscriptions　are　classified　as　fbllows：those　that　are　D　with
fair　certainty（D57），　those　that　may　be　D　whose　data　must　be　used　critically（D’34），
those　incapab玉e　of　clear－cut　classification（DL　77），　those　th飢are　L（L　238），　those
too　precarious　to　count　as　L（L’25）and　those　to　be　excluded　from　DIL（8）．
　　　　Such　numerical　evaluations　are　danger・us　in　a　sense　in　view　of　the　rigor・us
handling　of　material　exempl流ed　in　t．he　works　cited　above．　Yet　without　such
approach　to　D　as　always　to　take　L》edanitene∬圭nto　considerat圭on　D　inscriptions
would　remain　as　obscure　as　ever　and　u．nab王e　to　contribute　to　the　h圭storY　of　Arabic
and　of　the　Semitic　langu＆ges圭n£he　lst　mi｝lennium　BC．1，inguistic　forms　and
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facts　gleane（i　bアsuch　approach　wi11ンif　not　quite　new，　gain　obj　ectivity　and　rel圭abi三ity．
（For　abbr．　please　refer　to　the　main　text．）
o．　序 論
　G．　1．　はじめに　　アラビア語の歴史の始まる時期に関して深く考えられることは多くないが，
少くともアラビア語と確認できる最古の言語形式は前9世紀に遡る．こうした古い資料もイスラ
ム紀元の西暦7世紀頃までは，確かに，断片的で記録された時間の継続性に欠けるし，最古の記
録も征服老であるアッシリア人の手による音写ではある．しかし一個の言語の記録された時≡間的
幅としては，前10世紀より現代に至るまでほぼ連続した記録を持つアラム語のそれにアラビア語
は比肩しうるものであり，記録もなしに消失した（またしつつある）世界の諸言語の中にあって
きわめて稀で幸運な地位を占めている1＞．
　だがこの事実はしかるべき注目を引くこともなく2），ただ比較言語学者達が各比較文法書の申
でサムード語Thamudic，リフヤーン語Lihyanite，サファー語Safaitic等の名を挙げ簡単な紹介
をするに留まっていた3）．50年代になってやっとC．Br。cl〈elmann4＞とC．　Rabin5＞の二人がそれ
ぞれアラビア語の歴史全体にわたって詳細に砺究の現状を概括して評飯し，その中でやや詳しく
これらの言語を説明した．従って前古典北アラビア語6）を専門とする数少ない研究老を除けば，
一一一・般　lcこの二つの論文が情報の出所であったが，それ以来20年以上経過した現在ではその全てが
信頼しうるとは限らない．Hans　P．　Roschinskiによる最近のまとめも前2者に比べれぱ詳細を
尽しているが，言語形式そのものに触れるところは少ないし歴史の再構成においても賛成しかね
るところが多い7）．従って残念ながら，具体的な書語形式は入手しやすい形では殆ど紹介されて
いないのが現状である．そこで以下はこうした中で前イスラム期のアラビア語，特に古代アラビ
ア語の概要を把握しようと努めたものの一部である．
　前イスラム期の言語状況がよく知られていないのは，何よりもアラビア語がイスラムと固く結
びつきイスラム以前の姿を想像し難いからであるが，第二には文献が入手困難な（出版年が古い，
論文掲載雑誌が一般的でない）こともある．　しかし何より研究の進歩を妨げたのは，言語資料
（主に碑文）に完全なものが少な（風化や後代の建築への再利用による破壊）かったり短いもの
が大半であるという事実である．それ故同程度に古いアラム語碑文におけるような文字判読の確
実さ8）をもって言語形式を確定することは困難であり，また仮に可能としてもその数は少ない．
又第四には，文字が周知のアラビア文字（アラム文宇の一種であるナバタイ文字より発達）でな
く，古代南アラビア文字と兄弟関係にある9）全く異質の文字であることもアラビストを近寄り難
くする遠因の一つであろう10）．
　G。2．古代アラビア語の研究資料　　これら碑文言語の実体を窺い知る言語資料とは何如なる
ものか，次に列挙する．
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（1＞
（2）
（3）
（4）
（5）
（6＞
（7）
（8）
アッシリア王の年代記中に音写の形で冤出されるAribi族の固有名詞11）
Ur出土碑文2個と円筒印章類i2）（前一千年紀前半）
タイマー語i3＞Taymanite（前6世紀）
ジヤウフ語i4）Jawfia｝i（前6世紀）
デダン語Dedanite（前6～5世紀中葉）
リフヤーン語Lihyanite（前5世紀後半～前3世紀後半）
サムード語15）Thamudic（前6／5～後3／4世紀）
サファー語16＞Safaitic（前1～後4世紀）
以上のうち（3）と（4）はF．V．　Winnetが文字形態の発達段階の差に基いて初めて区瑚したもので，
今後の研究によりサムード語との関連において変更もありうる。又サムード語は長い時聞と大き
な地域をカバーしているので，今後の調査の結果新しい下位区別が必要となるかも知れない．提
案された年代の多くは定説と言い難いので，最も妥当と判断されるものを示しておいた，
　さて，年代の宵いものから扱うのが順序であるが，個人的興味によりまずデダン語を対象とす
る．
1．　デ　ダ　ン　語
　1．望．発見と岡定　　1876年から翌年にかけてアラビア半島を調査したC．Doughtyがヒジャ
ー ズ北方のオアシスal－‘UI翫（古名Daydgn　w・　fleb．　D6dan17））を訪れ，その北東端の「小遺跡」
al－Khuraybahと称される場所に碑文を発見して写し取り，1884年に発表しfa　18）のが最初であ
る．1880年にC．Huberが，1883年より翌年にかけて再度C．　Huberi9｝と」．　Eutingが，同所
を訪れ，後者は多数の模写を作製しtc　20＞．これらの碑文言語は分類もされずダウティとユベール
により「先アラビア語jproto－arabe2i）と呼ばれていたが，オイティングの模写を研究したD．
H．MUIler22）はその中で，部族名リフヤーンが現われる一群の碑文をリフヤーン語1i壇我nischと
命名した（1889年），従って1907，1909，1910年の3度にわたり半島北爾部を科学的に調査した
A．JaussenとRSavignac（エルサレムの聖書学研究駈教授でドミニコ派神父）もその大著23）
でこの呼称を用いている．しかし1930年H．Grimme24）は文字形態の発達段階の差及び碑文中の
デダン王への雷及を根拠として，古い贋をデダン語dedanisch　と名付けてリフヤーン語から区
別した．以後特にこれに反論する人も無いが，この区別を知らないままリフヤーン語という用語
で済ませる人もある（ブUッケルマンも前掲論文でこの用語を周いない）．だが問題は，それまで
リフヤーン語（L）とされてきた碑文のどれをデダン語（D）とし，どれをLとして残すかである．
この点での意見の不一致はかなり大きく，デダン語研究の進歩を阻む主因となった．1937年ウィ
ンネトにより未確定の3文掌の音価が決定された25）後は，1962年にウィンネトとW．LReed
がサウジアラビア王家の許可の下に王国北部を踏査した時，若干数の新碑文を発見したのが最新
の収穫である26）．
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　1．2．年代　　デダンとその近くのMad誠n＄Elih（古名a1・Higτ一Neb．　Hegra）で発晃され
たデダン語・リフヤーン語・ミナ語・ナバタイ語の碑文を基礎として，文字形・碑文内容・外部
世界との関係などからデダンの内的な年代を推論するので，異論も必然的に起りうる．比較的妥
当と思われるウィンネトの考え27）によると，碑文内容からマイーンのデダン駐留通商基地とリ
フヤーン王國は友好関係にあり28）闘時代に存在したことがわかるから，デダン出土のミナ語碑
文中で欝及される2人のマイーン国王29）に繋がる何かの年代30）が特定されると，当然その2人
の統治時代より以前にマイーンのデダン駐留が開始されたことになる（前5世紀末頃）．Dに対
するミナ語の影響の無いことから，D碑文はマイーンの駐留開始以前に作製されたと推量される
こと，及び文字形態から見てDはタイマー語（前6世紀）31）よりも古くはないということに基き，
Dの年代は前6世紀より前5世紀中葉と判断される．リフヤーン王爾は，前5世紀末より確実に
2世紀（碑文中のリフヤーン王の統治年数の合計より推論）間存続した後，恐らく前2／1世紀に
ナバタイ語碑文でms‘wdw　mlk　lbyn「リフヤーン王マスウード32）」と称するナバタイ人に滅ぼ
された．それ以降南下したナバタイ王闘の領土に併呑されたデダンは歴史の蓑舞台から消え，時
代は（東）u一マとササン朝の間でアラブ諸小王国が活躍する頃となる．van　den　BraRdenはDの
年代を考古学と古文書学上の「事実」に基き前8世紀末より前6世紀中葉とする33＞が，可能性
はあるとしてもそれは少し大胆すぎよう．
　1．　3．研究の現状とデダン語確認の手順　　前述した，L碑文の中からDと認定される碑文を
区別する仕事はWLT，　GDL，　CLL，　BIDにより積み重ねられてきた．しかしその結果Dと認め
られた碑文の数は，WLT（P．10，　n．2）120個，　GDL　106ma3’i），　CLL（P．22－23＞44個，　BID　71
燗35）というように相互に大きな差がある上に，各碑文の判読と解釈においても一致する部分は
決して多くない．こうした状況では当然の事ながら，彼らの研究で碑文申より抽出された言語形
式36）も非専門家がそのまま安心して引用することはできない37）．そこでDの言語形式確認のた
めには，D碑文の認定でどこまで意見が一致しどの碑文で異論があるのかをはっきりさせた上で，
意見の一致する碑文に関して堅実な読みと解釈がどこまで可能かを研究するという手順を踏むこ
とが不可欠である．手続きは面倒であるが，それなしにはアラビア語の歴史と前一千世紀のセム
語研究に対して，Dはいつまでも貢献できぬことになろう．
2．D／L分類一覧表兼コンコーダンス
　2．1．表の見方と表の示すもの　論文末尾に付すこの表は，Lとして扱われたことのある全
碑文439個38）を左欄に掲げ，GI）L，　WLT，　CLL，　BID，　WRがそれらをD・Lどちらに判断した
かを示す．また参考のためJM猛が「Lとして公刊されたが実はミナ語」であると考えたもの
も記載した．最右欄には碑文の概要が把握できるように関連ある情報を載せたが，変更の余地を
持つ暫定的な性格のものであることを付言しておく．その他の詳細は表の後に付した略号記号説
明と註を見ていただきたい．以上のデータをまとめたものが左から2番目のD／L欄で，例えば
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JS　203の碑文に対してD2L1とあれば，その碑文をDと判断した学者が2名でLと考えた学者
は1人ということである．またJS　103のXD3。によると，この碑文はJMILによりLでなく
ミナ語であると判藪されているが，Dとする学者が3名とD・Lの区別をしかねている学考が1
名いると判明する．
　尚，本表中のLの数字に関しては注意が必要である．D・Lの区溺作業はLの中よりDを選び
出すということだから，BIDにより扱われない碑文は彼によりLとされたことを意味するし，
GDL，　WLTが積極的にLとしていなくともDと判断してさえいなければ彼らも当該碑文をLと
見倣していることになる39）．それ故Lに付された数宇は，Lと判断して積極的に取り上げた人の
数を示すのみであって，4人の研究（GDL，　WLT，　CLL，　BID，一部の碑文はWRも）のうちD
扱いした人の数を除いたものが実際のLの数宇となる．
　Z2．表に基くD・Lの区別　　ここでD／L分類一覧表を基礎として，各碑文を分類する．
i，3名以上によりDと判断され，ほぼ確実にDであるもの（D）　計57個
1）　D5　（総数1）
2）　Da　　　（26）
3
）
4
）
5
）
6
）
7
）
8
）
XD毒
D3
D3Li
D3．
XD3a
XD3Lエ
（11）
（4）
（1）
（9）
（4）
（1）
H．2名によりDと考えられているが，
9
）
10）
11）
12）
13）
14）
15）
16）
17）
D2
D2Ll
D2L2
D2a
D2aLl
XD2
XD2L，
XD2α
（5）
（10）
（1）
（9）
（1）
（3）
（3）
（1）
XD2αLi（1）
JS　186（以後JSは省略）
86，leO，102，104，105，106，109，110，126，131，136，137，150，156，157，160，
171，172，173，174，187，204，325，326，332，333
92，111，112，120，121，122，128，130，138，147，149
94，108，189，329
376
144，148，153，163，170，180，183，244，348
103，124，125，154
127
　　　　　　Lと考えられる入もあるもの（D’）　計34個
123，381，tham506，　tham525，　Hu327
115，　159，　203，　31玉，　323，　330，　344，　345，　350，　379
212
90，　162，　179，　184，　185，　331，　334，　335，　336
182
158，　178，　337
119，　142，　257
145
139
璽．1名のみが少なくともDの可能性を指摘するが，他は積極的又は消極的にLとしているもの
　　（DL）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計77（十2）偲
　　18）Dヱ　　（9十2）176，351，357，WR8，　WR16，　Cohen　pl．XV　34，　Cohen　pl．XV　35，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　287
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ward　1210，　Ward　1212
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註（e’），（ht）によりEDAr　pl．　V（Vienna　gem）とWard　Eg．768
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cylinder　sea｝）は除く．
　　　　19）　DiL2　　（1）　　81
　　　　20）　DIL2　　（6）　　12，64，194，319，339，382
　　　　21）　DiLエ　　（23）　9，175，188，190，195，208，211，215，217，223，228，243，309，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　310，322，328，338，341，343，347，354，359，tham539
　　　　22）　Dla　　　（4）　　ユ41，161，193，356
　　　　23）　DlaLl　（2）　　219，321
　　　　24）D。　　（13）16，17，132，166，tham194，　tham402，　tham403，　WR1，　WR2，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WR3，　WR4，　WR5，　WR18
　　　　25）　DαLl　　（6）　　200，312，313，　tham251a，　tham251b，　tham251c
　　　　26）　XI）1　　（2）　　27，270
　　　　27）　XD1α　　（1）　　7
　　　　28）　XDiL，（7）　　155，196，197，220，221，222，364
　　　　29）　XDa　　（1）　　113
　　　　30）　XDエL2　（2）　　133，151
W．Dと判断する人はなく，ほぼ確実にLであるもの（L）　　計238（÷2）個
　　　　31）　　L4　　　　　（2）　　　79，　349
　　　　32）　XL4　　（1）　83
　　　　33）　　L3　　　　　（11）　　45，　49，　54，　62，　72，　78，　80，　230，　314，　366，　384
　　　　34）　XL3　　（3）　35，70，82
　　　　35）　L2　　　　（48）　8，10，40，42，44，53，57，63，66，71，74，76，85，　177，　206，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　225，　226，　233，　238，　256，　259，　264，　265，　　274，　　276，　　279，　　282，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　283，　284，　290，　296，　302，　306，　307，　316，　　317，　　318，　　320，　　342，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　358，360，365，368，370，371，373，375，EDAr8
　　　　36）　XL2　　（18）　36，37，41，52，55，59，62，65，67，68，73，75，77，140，248，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　269，EDAr17，　EDAr29
37）　L， （139十2）　　6，　11，　15，　38，　43，　46，　47，　48，　50，　51，　58，　84，　87，　88，　91，
　　　　　93，　95，　96，　98，　101，　107，　114，　116，　118，　129，　　135，　　143，　152，
　　　　　165，　167，　168，　169，　181，　192，　198，　199，　　201，　　202，　　207，　　209，
　　　　　210，　213，　214，　216，　218，　224，　227，　229，　229b1s，　231，　232，　234，
　　　　　235，　236，　237，　239，　240，　241，　242，　245，　　246，　　247，　　250，　　251，
　　　　　252，　253，　254，　255，　258，　261，　263，　266，　　267，　　268，　　271，　　271，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　288
　　　　　　　　　　　　272，　273，　275，　277，　278，　280，　281，　285，　286，　287，　288，　289，
　　　　　　　　　　　　291，　292，　293，　294，　295，　297，　298，　299，　　300，　　301，　　303，　　304，
　　　　　　　　　　　　305，　308，　315，　324，　327，　340，　346，　352，　353，　　355，　361，　362，
　　　　　　　　　　　　363，　367，　369，　372，　374，　377，　378，　380，　383，　min82．3，　tham427，
　　　　　　　　　　　　WRIO，　WR12，　WR15，　WR17，　EDAr11，　EDAr15，　EDAr16，
　　　　　　　　　　　　EDAr20，　EDAr28，　EDAr57，　EDAr64，　EDAr69，　EDAr70，
　　　　　　　　　　　　EDAr73，　EDAr75，　Hu442．1，　Hu442．2
　　　　　　　　　　　　尚，CLLの挙げるEut822，　Eut828は指示するものが不明
　　38）　XL，　　（16）　14，39，56，60，69，89，97，99，117，134，146，164，249，260，
　　　　　　　　　　　　262，EDAr10
V．積極的にはLとされなかったり，ミナ語と考えられたりしたもの（1ノ）　計25（＋4）個
39）　X　　　　（8）　　74bis，191，205，　EDAr60，　EDAr63，　lstO994，　lst7809，　lst7810
40）　空欄40）　（17十4）　　13，EDAr3，　EDAr19，　EDAr37，　EDAr42，　EDAr46，　EDAr49，
　　　　　　　　　　EDAr53，　EDAr56，　EDAr59，　EDAr65，　EDAr66，　氾DArg8，
　　　　　　　　　　EDAr72，　EDAr74，　Hu256．21，　R4685
　　　　　　　　　　JS　32，33，34，329　bisは模写がないので対象としない，
以上の結果をまとめて図衰化すると次の通り．
至…甕「t）1、）｝，）三｛，）1、81王1。）鵬；）騨1。）画他S”’讃
評副・　ぴ　DLI・ エノ
　　　　碑燭｝57！・・｝・7｝238　25｝8　439
　　　　＊既述の理由で除外されたIIIの2個，　IVの2欄，　Vの4個
つまり合計439偲の碑文の内訳は，ほぼ安心してD扱いができるもの57個，Dの可能性があって
参考にできるもの34個，裁然とした区別が不可能なもの77個，ほぼ確実にLであるもの238個，L
とするには不確実性の残るもの25個，研究対象より除外されるべきもの8個，ということになる．
　2．3．　デダン語確認への手順　　こうした機械的な数櫨化は，ある意味で危険でもあり慎重な
取扱いが必要であるが，闘蒔に巨視的に見ればD確認作業の前提となるものである．以後はまず
D碑文のうち人名のみのものを除外した碑文を調査検討し，その後D’碑文につき岡様に行う．
その上で参考のため，DLの主たる碑文の研究へと進む．　D・D’・DLの区別を意識しつつなさ
れるこうした研究の中で確認された形式によって初めて，たとえ新事実の発見は無くとも，既知
の知識は客観性と確実性を得て，信頼するに足るDの言語の概要を把握することが可能となるの
である．
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［劃
1）最古のアラム語碑文は上メソポタミアのTell　Halaf出土の短い断片（KAI2，　Nr．　231　＝＝Gibson，　Tesctboolt，
　　vol．2，　No．10　・　Degen，　A／tara7n．（穿m拡，　p．23）で，葡10世紀後半より前9世紀前半にかけてのもので
　　ある．荊10世紀に遡るのはこれだけで，毒代アラム語の大半が荊9世紀以降のものであることを考慮すれ
　　ば，古さという点ではさほど大差はない．ただアラム語は，周知のように早くから他民族にも用いられた
　　ために，紀元前の資料が非常に豊かである．しかし現在も使用されている言語の中で，言己録の確認できる
　　時間的幅がかくも長いものを，この二大セム語を除いて筆者は他に知らない．
2）例えば，p．　YI・itti，　Hi∫tory　of　llte　Arabs，8th　ed．，　London，1963，　pp．71－2でもかなり正確に古代アラ
　　ビァ語碑文を紹介しながら，誇るべきこの事実に言及していない．B．　Lewis，　Tlte　Arαbs　in　History，
　　4th　ed．，　London，1966，　P．28も同じだし，アラブ入の著藩による　An“rar　G，　Chejne，　Tlie　Arabic
　　La7tguage．　Its　role　in　ltisto2Vt，　Minneapolis，1969，　p．36ではこうした碑文言語の否定的側面しか見て
　　いないようである．
3）C．Brockelmann，　Gru－ndriss，　Bdほ，　Berlin，1908，　P．22がきわめて不十分な紹介に留まるのは年代を考
えて当然としても、H．　Fleisch，ノ『7itrodttction　a　l’51ude　de　1卿思si・772・iX．，　Paris，1947，　pp．95－96では簡
潔な概観を与えているが異体論に入らず，S．　Moscati（ed．〉，　An　Introdttction　to　tlie　co・Mψar．　graM．　Of
　　llte　Se・ln　it．1α　？ZS．，　Wiesbaden，1964，　p．14では言語名の列挙1ζすぎない．　cf．」．　Barth，1）ie　P7碑o痂一
　　2羅16云14銘蟹～Leipzig，1913，§55b，　c
4）C．Brocke玉mann，“9．　Das　Arabische　und　seine　Mu触darten”，雛O，王．　Abt．，　H王．　Bd．：56規漉∫ガ々，
　　Leiden，1954／1964，　pp．207－245特にpp．208－214．　G．　Levi　Della　Vida（ed．），　Li7t8uistica　Semitica：
　　Presente　e　27uluro（SS　N・4，　Univ・di　Roma，　Roma，1961，　PP・115－138）にも　A・Spitalerによるア
　　ラビア語研究概観の中に比較的新しい紹介がある（pp．116－118）．
5）C．Rabin，　E12，　v◎L　I，1954－60の中の‘Arabiyya（pp．561b－567a），特に　（i）Pre・classical　Arabic（pp．
　　561b－4b）
6）Pre・classical　North　Arabic（S．　Moscati，　ap．　cit．，　p．14）の訳．古代南アラビァ語と区劉するためC・
　　Rabi滋＠．‘血，　p．　561b）のPredassまcal　Ar醐cでなくfMの入ったこちらを使う．その他1雛schrifte王1－
　　arabisch，　Fr甑nordarabisch，　Altnordarabischとも．前古典北アラビア語はC．　Rabin（op．　eit．〉に従い
　　前9撹紀より後3／4世紀を古代アラビア語Old　Arabicとし，後3世紀より古典アラビア語が形成されて
　　いく6斑紀までを初期アラビア語Early　Arabicとする．後者はアラブ文法学者達の調査による記述以外
　　は資料も少ない．またS．A。　Hopkins，　St“dies　in　the　gram？nar　of　ear／J，　Arqbic，　Oxford，1981が古典
　　アラビア語の初期（ヒジュラ暦300年以前）のものに対して用いるearly　Arabicとは区別されるべきで
　　ある．
7）　Hans　P．　Roschinski，‘‘Sprachen，　Schriften　und　Inschriften　in　Nordwestarabien”，　Rheinisches　Land・
　　museum　Bonn，　Die　Nabataer（Kunst　und　Altertum　am　Rhein，　Nr・106），　K61n／B・nl・，1981，　PP．27－
　　60．CLLに依拠するところが大きく，よって後述のようにそのまま僑頼はできない。
8）例えば醜8世紀中葉のSefire　inscriptionsをみよ（KAI2，　Nr．222－4，伴康哉「セフィレ碑石のアラム語」，
　　『西南アジァ研究雲No．18，1967，　pp．1－18など）．
9）古代アラビア誘の文字が古代南アラビア文字と「密接な関係を持つ」（内記良～「アラビア系文字の発展」，
　　薦団龍雄編ガ世界の文判［講座器語第5巻】，1981年，175頁）ことは周知のことであるが，～般に「南ア
　　ラビアのアルファベットの様々な変種」（Brockelmann，　op．　cit．，　P，208）であるとか，「南アラビアのサ
　　バ・ミナ語碑文のそれより派生した」（H・Fleisch，　oP・cit．，　p．　96）と考えられている．しかしウィンネト
　　（PPfLT，　pp．53－4）の言うように，アルファベットはアラビアの南北2ケ所で入ったとするのが正しかろ
　　う．G・R・Driverは，（Proto－）Sinaitic（前1850～1600）に由来する文字がearly　Canaanite　form　と相
　　互に影響しあいながら前1500～1250頃先アラビア文字Proto－Arabianを生み（ヨルダンのDeir‘A玉液
　　出土碑文，1200壊），モァブの8a貯ah碑文（前12轍紀）を経て700～500頃南アラビア文字が登場したと
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　　考えている（G．R．　Driver，　Semitic　variting，　nexvly　rev，［・w　3rd］ed．，　Oxford，1976，　pp．123，127，144－8，244
　　－5）．又，」・NavehはF・M・Crossの考えに基き，先シナイ文字を含む先カナアン文字Proto・Canaanite
　　より蘭13盤紀頃派生した先アラビア文掌Proto－Arabicは，南アラビア文掌（前10世紀）・エチオピア文
　　宇・古代アラビア諸語の文字と親縁関係があるとしている（」．Naveh，　Ef，　voL　2，1972，　col．674－689，
　　esp．677；do．，　Die　Eπtstelvang　des　Alpitabets，　K61n，［1975｝1979，　p．19）．つまり二入の考えの小異を
　　別とすれば，アルファベットはガザ（アラビア楽島の隊商ルート北端）を含むパレスチナ中南部より隊商
　　ルー・　NC沿ってモァブ・エドム・ミディァンと繭下しヤマンに至ったということができる．即ち岡系のア
　　ルファベットがミディアン（ヒジャーズ北部）で古代アラビァ語に，ヤマンで古代爾アラビァ語に文字を
　　鍵供したわけだから，これら2燗の文字は互いに対等な兄弟関係にあることになる．この後の相互の影響
　　は十分想定されうる．南アラビァ文字の最古の年代は，学者間に意見の一致がないことと」．？irenneの
　　立場を別としても，「前9世紀以前の年代を受け入れる学者はない」（A．RLBeeston，　A　descriPtive
　　graM〃lar，　London，1962，　p．2）ことを考えれば，後述する古代アラビァ語資料の年代とさほど矛履しな
　　い．本文0．2．節，註（12）参照．
10）その他にも碑文解釈に重婆な役割を果たす，古代オリエント徴界の錯綜した歴史が，障碍となることも多
　　い．筆者は試みに「イスラム以競のアラブ関係歴史年表」（『大阪外国語大学学細第58号，1982年PP．
　　115－153）をまとめてみた，
11）Shalmaneser　III（858－824　BC）より　Ashurbanipal（668－633　BC）にかけての年代記中にみられる。
　　T．W．　Resmarin（“Aribi　und　Arabien　in己en　babylonisch－assyrischen　Quel｝eバ，ノ’SOR，　vo1ほ6，1932，
　　PP．1－37）が広く拾集してまとめ，研究してはいるが，　C．　Rabin（op．　cil．，　P．562a）の「殆どすべてアラ
　　ビァ語と岡定されうる」という言葉に反して，明らかな幾つかを除きアラビァ語にどう対応するかは未だ
　　研究し尽されていない（F．Hommel，　Ethnologie　u．　Geograpltie　d．　aiten　Orie　zts，　Handb．　d．　Altertums・
　　wissenschaft，3．　Abt．，1．　Teil，1．　Bd．，　Mifnchen，1926，　pp．578－－89では幾つかにっき解釈を試みている）．
　　Qarqarの戦い（前854年）で，アッシリアに対抗するハマとダマスコの岡盟軍に騒駄1000頭を率いては
　　るばる参加したGindibu（Pritchard，　AIVET3，　P．279a）の名が最古のアラビア語である（Cl．　Ar．　gunda
　　／ubun，9indabun「いなごの一種」，この語を持つ人名がKitめal－Ag賊n定の申に5個晃出される，例え
　　ばGundab　bn‘Abd　a｝－L激bn　a1一琴a講麺）・ef・H・Fleisch・⑳・cix．，　P・90・矢島文夫著「アラブ晟族
　　とイスラム文化」，『入間の世界歴史9』，1981年，pp．14－15eg．
12）Ur出土碑文と数個の円筒印章について前8～7世紀が提案されている（W．　R　AIbrlght，　BASOre，　No・
　　128，1952，pp．39－45；βZZ），　pp．29－41；G．　R．1）river，　op．α乞，　pp．124，249－250；G．　Garbinl，　AfO2V，
　　36（NS　26），1976，　pp．165－1741　etc．）．円筒印章章類はデダン語かサムード語かの判定に異論が多いので，
　　別個に一群のものとして扱うのが適切である．年代にも異論はあるが，前500年を下ることはない，
13）TaymE近辺の∫abal　GhunaymでH．　St．∫．　B．　Philbyが発見（1951年）し，　F．　V．　Winnetが写真を撮
　　りなおし（1962年）て研究した碑文・刻文47個とJSの発見した約125個の刻文など（AR．eVA，　pp．　69，　89－
　　90，93408）．WLTのThamudic　Aに飼応する．
v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
14）al・Gawf（＝DUmat　al・Gandal　＝ffeb．　D翫m曲［Gen　25：15］・－Akk．　Adummatu）近くのSak互kahで発見
　　された碑文3欄．ARNAでは文字の形から少数でも独立した名称を考えたようであるが，サムード語の
　　下位区分の一つとも考えているらしい（op．　cil．　pp．69，73末尾の図版1の文字表を参照）．
15）言うまでもなくコーランの中に何度も言及される粛代アラブの部族名に由来する．大半の碑文は￥島北部
　　のものだが，van　den　Brandenは半島南部のサムード語碑文はサバの近辺に出没して悩ませた’‘rb達に
　　よって書かれたものであり，’‘rbはサムード族だったようだと考えている（Histotre　de　Thamoud，2さm　e
　　ed．，　Beyrouth，1966，　PP．26－7）．蔀勇造r古代南アラビア碑文中の‘rb（，‘rb）」，『オリエント』第22巻第
　　2号，1979年，17～38頁参照．
16）シリァ南部よりヨルダン東部にかけて連なる溶岩台地（§afE地方）に晃出される非常に多数（今では1万
　　を超えるかも知れない）の主として短い刻文・碑文。下限年代を後614年とする説もあるが，根拠は薄い．
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17）旧約聖書の言及箇藤（ls　21：13，　Jer　25：23，　Ezek　25：13などの他に7箇所）は，デダンがヘブライ人に
　　とり強力な敵となるほど繁栄していた郭を示している．
18）C．Doughty，1）octt？nenls　epigrap々ttg・ttes　rectteiUis　da　ns　le　2Vord　de　1，ノ〃α6鵡Paris，1884の中の30個
　　の碑文．
19）C．Huber，ノburnal　d，un　voγage　en　Arabie，1883－84，　Paris，1891の中で16個の碑文．
20）二人は途中で別れたが，その後爾名共ベドウィンに襲われた．オィティングはうまく逃れたが，ユベール
　　は殺された．cf．　R．　H．1〈iernan，　Tlie　unve27ing　of　Arabia，　London，1937，　PP・265－6．オイティングは
　　74個の碑文を集めEDArで研究された．
21）しかしその実体は比較言語学で言う「アラビァ祖語」ではないので，この用語はこれらの碑文の呼称とし
　　ては不適切であり用いられるべきではない．
22）1）．H．　Vi1　UIIer，　E1）Ar
23）碑文関係では，1・2巻にナバタイ語（395個），ミナ語（218欄），リフヤーン語（380欄），サムード語
　　（774個），古典アラビア語（6個），ヘブライ語（8個），ギリシア語（21燗），ラテン譲（2個）が納め
　　られ，3巻には古典アラビア語碑文と若干のギリシァ語碑文（計18欄）が記録されて，それぞれ詳しく研
　　究されている。碑文番号には璽複があるので採録された実数とは一致していない．
24）H．Grlmme，“Die　sUdsemitische　Schrift，　ihr　Wesen　und　ihre　EntWick王ung”，　Bztch　ztnd　Scltrift，　W，
　　1930，1）p．19－28；do．，“Zur　dedanisch－lihyan圭schen　Schrift”，　OLZ，35，1932，　coL　753－8
25）もd，g／gの3個，　PVLT，　pp．11－16
26）A！？AIA，　pp．122～9．　cf．　An　introduction　la　Saudi　Arabi．an　a7ztiguities（Department　of　Antiquities
　　and　Museums，　Ministry　of　Education），　Kingdom　of　Saudi　Arabia，1395　A。　H．－1975　A．1）．，　p．15．ホ
　　書はアラビァ半島の古代文明と歴史を豊窟な写翼で解説する絶婦の書である．尚リヤドからの本書入手に
　　御協力下さったK・　O・氏に感謝する．
27）⑳．cit．，　pp．113－120による．　WPMの立場を修正している．
28）JS　49ではデダンに駐留するマイーンのWadd神の神窟が，リフヤーンのDtt・GEbat神に犠姓を捧げて
　　いる．
29）Wagah’il＄adiq（RES　3346＝ぎS　min17）とその子Abkarib　Y鎚a‘（RES　3697篇∫S　min12＞
30）RES　3022のAbyada‘Va！a‘王の時代のエジプトとMdyとの間の戦いをArtaxerxes　III　Ochusのx
　　ジプト侵入（前343年）と岡定している（MIPM，　p．8㎜・4刃肌4，　p．119）．従ってAbyada‘Yata‘王より
　　以前に位置する前註の2人の王の年代とマイーンのデダン駐留開始が間接的に推測可能となる．
31）タイマー語碑文には，Nabonidusのタイマー滞在（ほぼ前552～542）に言及する1’larran碑文の内容と
　　合致する内容があり，それに基き6世紀という年代が推定される（AreNA，　pp．90－2）．
32）JS　nab334，335，337の3碑文．ナバタイ王のリスト中に紀元前後のMas‘uduの名はなく，未知のナバ
　　タイ王でもないことは明らかであるから，彼は地方の有力考の一人にすぎない（cf．　M．　Lindner，　Petra
　　te・d．　Kbnigr．　d・Naba9∂er，3・Aufl．，　MUnchen，1980，　P．107）．従ってCLL，　PP．35－44の提示する年
　　代（マイーンの植民地［前160まで】一デダン王国独立一リフヤーン王国第1期揃115より］～ナバ
　　タイ王国の支配下［前9～後80｝一リフヤーン王国独立第2期［後150頃まで】）は，受け入れ難い．Dの
　　年代を前2世紀とするのも遅すぎる．
33）　BU），　p．　36
34）P・274には碑文25欄・刻文80個を挙げているが，リスト申に無い4個（JS　7，9，218［278は誤り］，　tham
　　539）を本文でDとして扱い，リスト中の3個（JS　20e，312，313）は本文でLとして扱っている．従って
　　実数は106爾，いずれにしても不注意な分類である．
35）碑文番号は70まであるが，4番に重複（4a）があるので計71個．
36）　0．乙L，pp。60－75；Bll），　pp．48－9
37）CLLは特にD／Lの区別をしていないし，更に年代推定｝ζおけるように，文掌判読と碑文解駅において
292
　　も堅実さに欠け推論に頼りすぎる欠点がある。これはE・Ullend・rffのCLLに対する書評（Orie7gtalia，
　　NS　24，1955，　pp．428－433＝do．，　fs　Biblical　Hebreωala．nguase？，　Wiesbade王〕，1977，　pp．209－14）でも
　　厳しく指摘されている．
38）JS　18－26，28－31の13個もJSによりLとして扱われているので，これを加えると452鯛になる．註（d）参
　　照．尚，各碑文の詳細な文献上の情報はfflnCのコンコーダンスを参照のこと．
39）更にHlnCもD／Lの区別をしていないので，すべてLと見倣していることになる．
40）空欄であるとしても，既述の通り少なくともKlnCによって（JS碑文はJSによっても）Lと考えられ
　　ている．
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［付表中の略号・記号説明］
BID……文献略号リスy（以下「リスト」）参照．（1）数宇は研究された碑文に付された番号．（2）van　den
　BrandenがDと考える碑文すべてが扱われているので，本欄に記載のないものはLと判断されていること
　になる．
CLL……リスト参照．（1）数字は研究された碑文にCLLで付された番号．（2）W．　Caske1の分類（PP．　22－32）
　に従い次の略号を記入する．D；De面nische　inschriften　und　Graffiti（pp．22－23，44欄）；DL＝・Dedanisch－
　lihyanische　Graffiti（pp．24－25，43個）；F・＝FrUhlihyanische　Inschriften（pp．23－24，豆DAr　11を除き29個〉十
　FrUhlihyanische　Graffiti（pp．26－27，91個）；FS・＝Frtih－spatlihyanische　Inschriften（p．28，　5飼）十FrUh・
　sp2itlihyanische　Graffiti（p．28，16個）3　S　wwSp2tlihyanische　Inschriften（pp．28－30，27櫃1）－1－Spatlihyanis¢he
　Graffiti（PP．　30・－31，119個）；MG＝Minaisierende　Gr段f魚i（PP．31－32，8個，　Caske1に従いLに算入）；MIN
　mMlnaische　Inschriften　und　Graffiti（p．31，　n．98，291固）3　NA　＝＝　Nicht　aufgenommene　Graffiti（p．32，9億i，
　理FSt2　CLLを見よ）Caske王は計420燗を検討の薄象と見徹すが8個（JS　248，249，250，269，291，364，365，
　EDAr　57）を9回重複させている（複数の碑文と見る）のでJSとEDArの数え方では411個である．従っ
　て44個をD，MINとNAを除く338（又は329）個をLと考える．（3）Caskelが研究の対象として採り上げ
　ない碑文は，註の形で様々なコメントを付しているので，その脚註番号も記入する（例n53）．
Cohen……M．　Cohen，∠）・cume？its　sudarabigu．es，　Paris，1934
D……Dedanite
DL……CLLとWRを見よ．
EDAr……リスト参照．数字は碑文番号を示す．
EL……WLTとWRを見よ．
Eut……Julius　Eutingの集めた碑文．£DArで1）・H．　wluIIerが研究したが，本袈でEutを付した碑文は
　EDAr（筆君未見）番号がMnCでも確認できなかったものである．
F……CLLを見よ．
FS……CLLを見よ．
GDL……リスト参照．（王）この欄の数字は当該碑文が研究されている頁数を示す．（2）丸印はp．274のリス
　トでH。Grimrneが碑文番号のみあげてDと判断している碑文・刻文．従って丸印だけのものは詳しく研究
　れているわけではない．さ疑問符はP．274のリストのまま．（3）それ故JS碑文についてGDL欄で頁数
　も丸印も無いものはH．GrimmeがLと考えたものである．
Hu＿＿C．　Huber，ノo曜照1　d・u71　vayage　en　Arabie，　Paris，1891数字は頁数を示す．
Ist・一・　lstanbul　Museum所蔵の碑文．数字はその登録番号を示す、
JMIL……リスト参照（筆者未見）．数宇は頁数を示す。星印t＊）をつけたものはHlnC（P・　697）でJS番死｝に
　でなくEut番号の箇所に記載されていることを示す。
JS……リスト参照．この記号を持つ数字は，　min，　tham，　nab［at歪enlを伴わないなら，第1・2巻でLとして
　級われている碑文の番号である．即ちJS　77はJS　lih　77と読む，
L……Lihyanite
LL……WLTとWRを見よ．
LM……WLTを見よ，
MG……CLLを見よ．
rnin……JSの中でミナ語碑文として扱われている碑文の番号に付す．
MIN……CLLとWLTを見よ．
NA…・∵CLLを見よ．
R……＝RESリスト参照．
S……CLLを見よ．
tham……JSの中でサムード語碑文として分類されている碑文の番号に付す．
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Ward……WH．　Ward，　Tlie　seal　cyliOtders　of　Western　Asia，　Washington，1910
WLT……リスト参照．（1）数字は当該碑文の扱われている頁数。（2＞丸印＝p．10，　n．2に列挙されDと判断さ
　れている碑文・刻文120欄．従って丸印だけのものは，詳しく研究されているわけではない．（3＞EL・＝　closed
　mi’ntを持ち明確にEarly（Old）Lihyaniteと判断される碑文（〃Z7，　p。11，　n．5のリストによるが，呼称は
　ifPM，　P．6による），計41澗．だが註（m）によりJS　221をLLとしなければならないから，実数401固．こ
　の他にclosed・mfmを持たないELも勿論ある筈である．（4）LL漏Late　Lihyanite．　EL以外のリフヤーン語
　碑文をさすが，ここでは〃ア％P．6で特定されているもののみに記入．（5）　LM＝Lihyanite　texts　exhibiting
　Minaean　infiuence（WPM，　P．5），計16欄．（6＞MIN　・＝　avLT，　P．9でmanifestly　Minaeanとされたもの（Js　18
　－26，　28－31，205，　226，248a，　324）17個をさす．しかしJs　226，　248a，　324はwPMでLMとされた（註（n），
　（p），（w））．よってM王Nを伴うのは∫S205のみ．
WR……ArefVA，　p。122－9に報砦研究されている碑文．（1）番号は薦掲頁中の碑文番号を指す．（2）DL＝
　“Dedanite　or　Early　Lihyanite”と付されたもの．（3）EL，　LLは各碑文に付されたEarly　Lihyanite，　Late
　Lihyaniteの略．
x……JMILによりLでなくミナ語であるとされたもの（HlnCによる），及びWLT，　CLLがミナ語と考えた
　もの．
α……当該碑文がCLLかWRでDLの扱いを受けていることを示す，
D5－1／L4－－1……DとLに付された数宇は，当該碑文がD又はLであると判断した研究者の数．
○（丸印）……GDLとWLTを見よ．
？……GDLを見よ．
＊……JM王Lを見よ．
［付表に対する註】
（a）本欄の左端には各碑文の性格を示すために，次のものを記入した．「文」一純然たる碑文；ド人名」漏人名の
　み又は短い前置詞を伴う入名で，大半は駈謂刻文graffito．但し刻文でなくとも人名のみより構成されるも
　のもある；「旬」㎜動詞の無い文．1行のみより成る人名の場合を除き，碑文の長さの羅安として中央に行数
　を，右端に総語数を示す．碑文にWord　dividerが無く単語の区切り方をめぐり解釈に異論があれば，疑問
　符を付す．又入名がbn，　dUや冠詞，前置詞（1－）を伴っていればそれを右端に記した．
（b）ノ曽，vol．1（1909）のinscription　min6ennes　et　graffites　｝iijyanites（PP．250－270）の項裂の中で，ミナ語とリ
　フヤーン語は通し番号を持ち1～5はミナ語の部分であるから，記載しない。
（c）Gl）L，　p．274のリストで疑問符がついている．
（d＞JS　18－26，　28－31の13個の碑文は，　JSがLとして扱っているものの，　wLT（P。9）とCLL（P．31，　n．　98）が
　捲摘するようにミナ語であるから記載しない，H工nCはコンコーダンスに載せていないのに，インデクスで
　はJS　19，21，23，26，29，31の申の入名をL，　JS　20，25，　30の中の人名をミナ語として級い，　JS　18，22，24，
　28の中の人名には触れていない．ここではコンコーダンスの分類を儒頼し，インデクスの中の分類に関し
　ては，彪大な数の中の小さいミスとして無視する．
（e）JS　32，　33，　34に関してJSはp｝anche　XXXのスペースのせいか，模写を示さず読みと解釈のみを与えて
　いる．簸InCはLとしているが，　GDL，　WLT，　CLLの誰も稜極的にLとして扱っていない．摸写がないの
　で判断は不可能．
（f）肌7，p，11，　n．　5でELに分類しっっもperhaps　I）edaniteと注記している．
（g）ARAIA，　p．124で1）の記号を付しながら，その直後の説明ではLとして説明しているので，本表ではF．V．
　WinnetがLと見倣しているものと判断した．
（h）CLL，　p．24の分類では正しくJS　124としているのに，碑文の研究部分（p．95）ではJS　284となってい
　る．訂正が必要．
（i）AreAI　4，　pほ27ではこの碑文に1）・Lの紀号を付していないが，その説明申でこの碑文の中のMt‘’1が，
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　明らかなDであるJS　138の中のデダン王i〈　br’1の父と考えているので，　F　V　Winnetがこの碑文をDと見
　倣していることがわかる．
（j）ifL　r，　P・Io，　n．2でDとしていたが隅ρ以P．5でLMと考え直した碑文（JS　194，　212，220，　222，324，364＞．
　従ってDedanite欄中の丸印には括弧をつける．
（k）H・　GrimmeはGDL，　P　274でこの碑文をDのリス1・に入れながら，　P．305ではL碑文として研究してい
　る．従って本表ではLlαとする．
（1）GDLはJS　278と記しているが，∫S　278はもっと長い碑文であるから∫S　218の誤記に相違ない．但し
　1），LlとせずLlとする．
（m）GDLはDとしているが，　IS，　P・489，　n．（1）ではles　graffites　mineensの申に入れるべきと述べている．
　しかしWLTでELと考えたRV．　Winne宅はWP厳でLM／LLと見倣している．
（n）PVLT，　p．　9でミナ語碑文と判断されたが，　WPMでLMとされている．
（o）∫S本文中にはないが，P・491，　n。（1）及びノ’S，　vol．　2（atlas），　P．　LXXXIX，　n°　229　bisとして挙げられてい
　る．
（P）lf7LT，　P．　9はJS　248　a（1行園）を恐らく’alifの字形によりミナ語であるとするが，後WPMでLM
　として扱う．又CLLはJS　248aをMINとするがJS　248．　2をF（P．26＞とする．
（q）CL乙はJS　249aをMINとするが∫S　249　bはF（P．26）とする．
（r）CLLはJS　250．1aとJS　250．1b．2の2欄に分ける（P，26）．
（s）CLLはJS　269の1，2行をMINとするが，3行目はS（P．30），4，5行はF（P．26）とする．
（t）01）L，　p．283のJs　278はJS　218の誤りである．従ってL・扱いとする．前言己註（1＞参照．
（u）cLLはJS　291の1行潤をS（P．30），2行屠をF（P，26）としている。
（v）GPL，　P．274ではJs　312，　Js　313をDの中に分類しているが，それぞれPP・317－318でLとして研究して
　いるので，この2燗の碑文はL1。として扱う。前記註（k）参照．
（w）”ILT，　p．　10，　n．2はDとするが，　p．9ではMINと判断している．実際ノ3，　p．518，・n．（1）でもミナ語碑文
　の断焼と述べている．しかしWPMではLMと考えているのでLに算入する．蕩記註（㎜）参照．
（x）CLLはJS　364の1，2行をMINとするが，3行厨はS（p．　31）とする．
（y）CLLはJS　365．1．2aをF（P．26），　JS　365．　2b．3をS（P．　31）として2澗に分ける．
（z）PP｛LT，　p・　10でDに，　p・　11でELに分類。不注意極まりないので，判断しなかったことにしてD・Llと
　する．
（a’）JS　min　82の3行嗣の意で，　JSはミナ語と考えている。ノ’S，　voL　2（atlas），　pl・CxXIIIの模写によれぱ，
　本碑文の3行臼は∫Sのようにゆdyと読むにしても，最初の3字は1・2行羅の玄b，　dと明らかに字形が
　異っている．第1字はD又はLのz，第2・第3字は丸みを帯びている点でLのb，dと判断すべきである．
　それ故Zbdy（人名）となる．　fffnC，　P．294のZBDY（∫S　min　82　・＝　R　3756）でもそう読んでいるが，ミナ
　語に分類している．
（b’）CLLはF・DAr・11（Caskel　l・9　M　11とする）を，　F（p．24），　S（p．28）の両老に分類している．
（c’）CLLはEDAr・57を1－2行屋と3－4行羅の2偲に分け，共にF（P．　26）とする．
（d’）EDAr　66はcLL，　P．　26ではJs　min　195　bisとしている．ノ’s，　vol・2（texte），　PP・　356－7ではこれに言及
　していないが，ノ3，vol．2（atlas），　pL　CXXVIII，　GRAFFITES　MINrtENSの中に模写がある．
（e’）ウィーン博物館に所蔵されている宝石に刻まれた碑文なので，通常（Vienna＞gemとして言及される．
　F．　V．　WinnetはかつてDと考えていた（〃ZT，　P．50）が，　AR．iVA，　P．114ではTaymaniteと考えている．
　又β丑），PP．32－4では之hamoud6en　du　type　primi蟹と見徹しているので，今ではこれをDと考えている人
　は無い。
（f’）Le　Cabinet　des　M品ailles　de　Pa∫isに駈蔵されるスカラベに刻まれた碑文なので，単にscarab／scaraboid
　として言及されることが多い．Vienna　gemと嗣様に，　Winnetは立場を変え（AR．IVA，　p．114）て今では
　Taymaniteと考えている．
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（9’＞WLTがこの碑文を直接扱っているわけではないが，直前のCohen　pL　XV　34の説明中（PVLT，　P．50）
　でCohen　pL　XV　35をD碑文と記している，
（h’）バビロン北方のAnahより出土した円筒印章にある碑文なので，通常cylinder　sea1として言及される，
　rd／LT，　p．49では1）としていたが，考えを変えてAR？VA，　p．114でTaymaniteとしている．尚BID，　pp。
　29－32はthamoud6en　primitifとしている．
（i’＞L，に算入しない理由は，「付褒中の略号・記号説明」にあるEutの項を毘よ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1982年3月末脱稿，8月補筆）
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